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解
説　
　
　

「
異
端
」
が
照
射
す
る
時
代
の
核
心
─
─
経
済
小
説
作
家
た
ち
の
闘
い

�

加
藤
正
文

�

（
神
戸
新
聞
特
別
編
集
委
員
）

七
十
九
年
の
生
涯
で
二
百
十
四
作
品
を
出
し
た
経
済
小
説
界
の
巨
人
、
清
水
一
行
（
一
九
三
一
～

二
〇
一
〇
）。
そ
の
本
格
評
伝
に
後
進
の
黒
木
亮
が
挑
ん
だ
。
実
証
を
旨
と
し
た
緻
密
な
作
風
の
黒
木
だ

が
、
本
作
は
新
境
地
を
切
り
開
い
た
先
輩
作
家
に
寄
せ
る
敬
慕
の
念
が
加
わ
り
、
高
度
成
長
期
の
日
本
経

済
の
熱
気
を
は
ら
ん
だ
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
登
場
人
物
名
、
組
織
名
は
す
べ
て

実
名
と
い
う
こ
だ
わ
り
ぶ
り
。
黒
木
は
編
集
者
だ
け
で
な
く
、
清
水
の
妻
に
話
を
聞
き
、
自
宅
の
書
斎
も

見
た
。「
亡
く
な
っ
た
と
き
あ
れ
だ
け
の
偉
大
な
作
家
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
扱
い
か
と
感
じ
た
。
経
済

小
説
は
文
壇
か
ら
キ
ワ
モ
ノ
扱
い
で
異
端
視
さ
れ
や
す
い
。
僕
も
そ
れ
を
常
々
感
じ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ

そ
き
ち
ん
と
書
い
て
後
世
に
伝
え
よ
う
と
思
っ
た
」

小
説
で
あ
れ
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
れ
、
読
者
を
魅
了
す
る
華
の
ジ
ャ
ン
ル
は
人
物
評
伝
と
い
っ
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て
よ
い
。
そ
の
時
代
に
起
き
た
出
来
事
に
主
人
公
が
ど
う
反
応
し
、
ど
ん
な
行
動
を
取
り
、
何
を
発
言
し

た
の
か
。
ど
ん
な
仲
間
が
集
ま
り
、
と
も
に
何
を
生
み
出
し
た
の
か
。
そ
の
軌
跡
は
同
時
代
の
実
相
を
映

し
出
し
、
今
に
至
る
課
題
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。『
ト
ッ
プ
・
レ
フ
ト
』『
ア
ジ
ア
の
隼
』『
巨
大
投
資

銀
行
』
と
い
っ
た
国
際
金
融
小
説
の
書
き
手
と
し
て
知
ら
れ
る
黒
木
だ
が
、
創
作
の
背
骨
に
人
物
評
伝
の

精
神
が
あ
る
。
神
戸
を
本
拠
に
鉄
一
筋
に
歩
み
、
高
度
成
長
の
扉
を
開
け
た
川
崎
製
鉄
（
現
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ

ー
ル
）
初
代
社
長
、
西
山
弥
太
郎
を
描
い
た
『
鉄
の
あ
け
ぼ
の
』（
二
〇
一
二
年
）、
東
京
電
力
福
島
第
一

原
発
の
事
故
時
の
所
長
、
吉
田
昌
郎
を
モ
デ
ル
に
し
た
『
ザ
・
原
発
所
長
』（
一
五
年
）、
東
京
ス
タ
イ
ル

の
高
野
義
雄
が
モ
デ
ル
の
『
ア
パ
レ
ル
興
亡
』（
二
〇
年
）、
そ
し
て
経
済
小
説
作
家
、
清
水
一
行
に
迫
っ

た
本
作
『
兜
町
の
男
』（
二
二
年
）
の
四
作
の
本
格
評
伝
が
あ
る
。
そ
の
中
で
実
名
で
書
い
た
の
は
『
鉄

の
あ
け
ぼ
の
』
と
『
兜
町
の
男
』
だ
。
両
作
品
は
黒
木
の
評
伝
文
学
の
到
達
点
を
示
す
と
と
も
に
四
半
世

紀
に
及
ぶ
作
家
活
動
の
画
期
を
な
す
作
品
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
　
　

知
ら
れ
ざ
る
巨
人

清
水
は
週
刊
誌
記
者
を
経
て
一
九
六
六
年
、
証
券
業
界
の
内
幕
を
描
い
た
『
小
説
兜し

ま町
』
で
デ
ビ
ュ
ー

し
た
。
新
幹
線
の
騒
音
公
害
を
め
ぐ
る
サ
ス
ペ
ン
ス
小
説
『
動
脈
列
島
』
で
七
五
年
に
日
本
推
理
作
家
協

会
賞
を
受
賞
し
た
。
実
際
の
経
済
事
件
に
か
か
わ
っ
た
人
物
を
モ
デ
ル
に
、
戦
後
経
済
や
企
業
の
暗
部
、
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事
件
の
内
幕
を
描
く
作
風
を
確
立
し
た
。
経
済
小
説
界
を
代
表
す
る
書
き
手
だ
が
、
実
像
は
意
外
な
ほ
ど

知
ら
れ
て
い
な
い
。
東
京
都
墨
田
区
の
娼
家
で
育
ち
、
戦
後
の
焼
け
跡
か
ら
身
を
起
こ
し
た
。
共
産
主
義

者
と
し
て
活
動
し
た
後
、
証
券
市
場
の
心
臓
部
で
あ
る
兜
町
を
は
い
回
り
、
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
企
業
小
説

を
量
産
し
た
。
本
作
は
ル
ー
ツ
に
迫
っ
た
と
こ
ろ
が
出
色
だ
。「
玉
の
井
」「
あ
あ
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
」「
藤
原
経
済
研
究
所
」
と
章
立
て
が
示
す
と
お
り
、
物
お
じ
せ
ず
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
青

年
は
、
高
度
成
長
期
の
兜
町
の
沸
き
立
つ
相
場
の
奔
流
に
も
ま
れ
な
が
ら
、「
元
共
産
党
員
か
ら
経
済
ラ

イ
タ
ー
へ
と
脱
皮
を
遂
げ
て
い
っ
た
」。
こ
の
前
史
が
清
水
の
そ
の
後
の
作
風
の
通
奏
低
音
と
し
て
流
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

本
書
の
巻
末
に
清
水
の
作
品
一
覧
が
あ
る
。
こ
れ
に
沿
っ
て
読
ん
で
み
た
。『
毒
煙
都
市
』『
秘
密
な
事

情
』『
雛
の
葬
列
』『
風
の
骨
』『
小
説
財
界
』『
頭
取
の
権
力
』
…
…
。
社
会
の
暗
部
を
描
か
せ
れ
ば
清
水

の
筆
が
さ
え
渡
る
。
大
阪
を
舞
台
に
し
た
経
済
小
説
の
古
典
的
名
著
で
あ
る
『
頭
取
の
権
力
』
を
み
よ
う
。

冒
頭
か
ら
情
感
あ
ふ
れ
る
作
品
世
界
に
引
き
込
ま
れ
る
。

〈
宗
右
衛
門
町
の
賑
や
か
な
通
り
を
、
道
頓
堀
川
と
は
逆
な
玉
屋
町
側
へ
路
地
を
少
し
入
る
と
、
い
か
に

も
野
暮
く
さ
く
映
る
紫
色
の
、
ス
ナ
ッ
ク
〈
し
べ
り
や
〉
の
看
板
が
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。
ミ
ナ
ミ
の

街
を
彩
る
光
の
交
差
は
、
昔
も
い
ま
も
道
頓
堀
川
に
揺
れ
て
泳
ぐ
よ
う
に
映
り
、
川
を
越
え
た
遥
か
な
難

波
球
場
の
上
空
に
、
雲
を
赤
く
焦
が
し
て
い
た
〉（
本
文
よ
り
一
部
抜
粋
、
以
下
同
）
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家
電
大
手
の
内
情
に
迫
っ
た
『
秘
密
な
事
情
』
は
息
を
飲
む
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
だ
。「
経
営
の
神
様
」
と

あ
が
め
ら
れ
た
オ
ー
ナ
ー
や
往
年
の
経
営
者
た
ち
の
姿
が
生
々
し
く
浮
か
び
上
が
る
。
綿
密
な
取
材
と
情

報
収
集
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
す
く
い
上
げ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
創
作
力
が
相
乗
し
、
組
織
に
生
き
る
個
人
の

葛
藤
や
む
な
し
さ
を
浮
き
彫
り
に
し
て
余
す
と
こ
ろ
が
な
い
。
清
水
作
品
は
虚
実
綯
い
交
ぜ
と
い
う
よ
り

も
実
を
よ
り
リ
ア
ル
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
た
め
に
卓
抜
な
虚
が
織
り
交
ぜ
ら
れ
る
の
が
特
徴
だ
。
実
際

に
起
き
た
出
来
事
を
モ
チ
ー
フ
に
生
々
し
い
会
話
劇
が
続
き
、
そ
こ
に
人
間
模
様
が
浮
か
び
上
が
る
。
こ

の
筆
力
の
源
泉
で
あ
る
人
間
の
業
を
見
据
え
る
観
察
眼
は
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
培
わ
れ
た
の
か
。
繊
細
で

律
義
で
真
面
目
、
ひ
た
む
き
に
書
き
続
け
る
態
度
。
黒
木
が
約
四
十
人
に
取
材
し
、
十
年
余
を
費
や
し
て

描
い
た
人
物
像
が
こ
の
評
伝
の
最
大
の
読
み
ど
こ
ろ
だ
ろ
う
。

　
　
　
『
小
説
兜
町
』
の
衝
撃

大
家
の
デ
ビ
ュ
ー
作
に
は
そ
の
後
の
活
躍
を
予
感
さ
せ
る
才
能
の
す
べ
て
が
詰
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

清
水
の
最
高
傑
作
『
小
説
兜
町
』
も
ま
さ
に
そ
う
だ
。
相
場
に
人
生
を
か
け
た
人
間
の
躍
動
感
と
揺
れ
動

く
心
理
が
活
写
さ
れ
、
発
売
後
、
増
刷
に
次
ぐ
増
刷
と
な
っ
た
。
兜
町
と
書
い
て
業
界
で
は
「
し
ま
」。

東
京
証
券
取
引
所
の
周
囲
に
大
小
の
証
券
会
社
が
ひ
し
め
く
株
の
街
だ
。
相
場
を
通
じ
て
日
本
経
済
の
好
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不
況
や
バ
ブ
ル
、
恐
慌
の
浮
沈
を
体
現
し
て
き
た
。
本
作
の
時
代
設
定
は
第
一
次
高
度
成
長
期
。

一
九
五
六
（
昭
和
三
十
一
）
年
の
経
済
白
書
が
「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
と
宣
言
し
た
よ
う
に
、
当
時

の
日
本
は
戦
後
復
興
を
終
え
、
神
武
景
気
（
五
四
～
五
七
年
）、
岩
戸
景
気
（
五
八
～
六
一
年
）
に
沸
い

た
。
好
調
な
企
業
業
績
を
背
景
に
株
価
は
五
五
年
後
半
以
降
、
六
一
年
ま
で
ほ
ぼ
一
貫
し
て
上
昇
を
続
け

た
。

〈「
そ
れ
で
、
書
い
た
小
説
と
い
う
の
は
、
そ
れ
で
す
か
？
」。
井い

家け

上が
み

（
隆
幸
、
三
一
書
房
編
集
者
）
が

風
呂
敷
包
み
を
視
線
で
示
す
と
、
清
水
は
う
な
ず
い
て
、
風
呂
敷
を
解
い
た
。
千
二
、三
百
枚
の
原
稿
が

出
て
き
た
。
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
、
右
肩
上
が
り
の
万
年
筆
の
文
字
で
び
っ
し
り
と
書
か
れ
て
い
た
。

「
題
は
『
兜
町
山
鹿
機
関
説
』
で
す
か
…
」。
井
家
上
は
、
原
稿
を
受
け
取
っ
て
、
ざ
っ
と
内
容
に
目
を

と
お
す
。
題
名
は
わ
か
り
づ
ら
い
が
、
兜
町
の
証
券
マ
ン
を
主
人
公
に
し
た
小
説
だ
っ
た
。（
い
け
る
か

も
し
れ
な
い
…
）。
井
家
上
の
脳
裏
を
期
待
が
よ
ぎ
る
。（
中
略
）

「
清
水
さ
ん
と
し
て
は
、
な
に
を
一
番
表
現
し
た
か
っ
た
ん
で
す
か
？
」「
わ
た
し
は
、
神
武
相
場
と
岩

戸
相
場
と
い
う
二
つ
の
大
き
な
相
場
の
な
か
で
、
大
衆
が
大
企
業
に
金
を
巻
き
上
げ
ら
れ
る
の
を
目
の
あ

た
り
に
し
ま
し
た
。
兜
町
で
、
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
で
、
大
衆
の
金
が
巻
き
上
げ
ら
れ
て
い
く
の

か
。
そ
れ
を
小
説
の
な
か
で
解
き
明
か
し
て
み
た
か
っ
た
ん
で
す
」〉
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ス
タ
ー
相
場
師
の
山
鹿
悌
司
を
主
人
公
に
据
え
、
波
瀾
万
丈
の
人
生
に
高
度
成
長
期
の
株
式
業
界
の
激

し
い
乱
高
下
を
重
ね
た
。
黒
木
は
「
こ
の
小
説
の
魅
力
は
、
符
牒
の
よ
う
な
証
券
用
語
と
相
場
関
係
者
独

特
の
短
い
会
話
を
駆
使
し
て
、
株
式
市
場
の
躍
動
感
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
描
き
き
っ
て
い
る
」
と
評
価

し
た
。
出
色
な
の
は
個
性
的
な
人
物
造
形
だ
。
巨
漢
の
山
鹿
は
精
力
に
あ
ふ
れ
る
。
平
和
不
動
産
、
本
田

技
研
や
理
研
光
学
（
現
リ
コ
ー
）、
ソ
ニ
ー
な
ど
目
を
付
け
た
企
業
の
株
で
大
相
場
を
つ
く
り
上
げ
る
。

準
主
役
の
愛
人
で
元
銀
座
ホ
ス
テ
ス
の
千
佐
子
は
左
翼
活
動
家
の
西
沢
と
も
関
係
を
持
っ
て
い
る
。
将
来

も
定
ま
ら
ず
生
活
力
の
な
い
西
沢
と
は
対
照
的
に
、
相
場
と
い
う
得
体
の
知
れ
な
い
怪
物
と
格
闘
し
、
常

に
前
を
向
く
山
鹿
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
ひ
か
れ
て
い
る
。
鋭
敏
な
人
間
観
察
力
に
裏
打
ち
さ
れ
た
セ
リ
フ
に

あ
ふ
れ
る
。
相
場
の
負
け
を
挽
回
し
よ
う
す
る
山
鹿
が
痔
の
手
術
を
し
、
家
を
新
築
し
よ
う
す
る
。
易
者

で
大
口
投
資
家
と
い
う
謎
の
老
人
が
𠮟
る
場
面
は
秀
逸
だ
。「
人
間
の
体
で
肛
門
は
力
の
中
心
だ
。
あ
ら

ゆ
る
力
は
肛
門
か
ら
盛
り
あ
が
る
。
そ
の
本
体
を
手
術
し
た
だ
け
で
も
問
題
が
あ
る
の
に
、
城
で
あ
る
べ

き
家
を
新
築
す
る
な
ん
て
も
っ
て
の
外
だ
」。
人
間
の
業
を
知
り
尽
く
し
、
人
の
心
の
奥
底
ま
で
見
通
し

て
い
る
よ
う
な
清
水
の
ま
な
ざ
し
を
黒
木
は
本
書
に
映
し
込
ん
だ
。

　
　
　

経
済
小
説
の
戦
後
史

経
済
小
説
の
系
譜
を
た
ど
る
と
城
山
三
郎
、
梶
山
季
之
、
清
水
一
行
の
三
人
が
先
達
と
な
る
。
そ
れ
ま
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で
企
業
モ
ノ
と
い
う
と
源
氏
鶏
太
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
小
説
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
黒
木
は
「
経
済
の
仕
組

み
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
と
も
に
そ
れ
に
絡
ん
だ
人
間
ド
ラ
マ
を
描
い
た
。
経
済
小
説
を
切
り
開
い
た
の
が
城

山
さ
ん
と
梶
山
さ
ん
で
、
続
く
清
水
さ
ん
が
分
野
と
し
て
確
立
し
た
」
と
分
析
し
た
。
本
書
は
、
サ
ブ
タ

イ
ト
ル
「
清
水
一
行
と
日
本
経
済
の
80
年
」
に
あ
る
よ
う
に
経
済
小
説
が
映
し
出
す
時
代
の
変
遷
に
も
光

を
当
て
て
い
る
。
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
生
ま
れ
の
城
山
は
海
軍
の
少
年
兵
と
し
て
戦
争
の
不
条
理
を

体
験
し
、「
組
織
と
個
人
」
の
あ
り
方
を
追
求
し
た
。
三
〇
年
生
ま
れ
の
梶
山
は
『
黒
の
試
走
車
』『
赤
い

ダ
イ
ヤ
』
が
有
名
だ
。
清
水
は
三
一
年
生
ま
れ
だ
。
こ
の
三
人
は
敗
戦
と
復
興
、
高
度
成
長
の
昭
和
を
体

現
し
た
作
家
だ
っ
た
。

平
成
時
代
に
入
る
と
三
九
年
生
ま
れ
の
高
杉
良
の
活
躍
が
目
立
つ
。
シ
リ
ー
ズ
「
金
融
腐ふ

蝕し
ょ
く

列
島
」

な
ど
で
バ
ブ
ル
か
ら
そ
の
崩
壊
に
至
る
時
期
を
軸
に
金
融
や
官
僚
、
メ
デ
ィ
ア
の
世
界
を
活
写
し
た
。
黒

木
は
経
済
小
説
の
系
譜
で
、
質
量
を
兼
ね
備
え
た
「
三
千
メ
ー
ト
ル
級
の
高
峰
」
と
し
て
城
山
、
清
水
、

高
杉
を
挙
げ
た
。
近
年
は
池
井
戸
潤
ら
の
活
動
が
盛
ん
だ
。
こ
こ
へ
き
て
経
済
社
会
は
一
段
と
混
迷
し
、

複
雑
化
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
黒
木
は
、
人
間
の
業
に
迫
ろ
う
と
し
た
清
水
の
情
熱
を
本
作
に
込
め
た

の
だ
ろ
う
。

〈
清
水
は
、
取
材
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
、
宗
肖
之
介
と
軽
井
沢
の
追
分
に
あ
る
油
屋
旅
館
で
話
を
し
て
い
た
。

「
…
小
説
っ
て
い
う
の
は
、
人
間
を
描
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
も
ん
だ
よ
な
」（
中
略
）
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「
そ
う
で
す
ね
。
経
済
活
動
っ
て
い
う
の
は
、
常
に
根
底
に
人
間
の
思
惑
が
あ
り
ま
す
か
ら
。
原
点
は
人

間
で
す
よ
ね
」

清
水
の
そ
ば
に
す
わ
っ
た
宗
肖
之
介
が
う
な
ず
く
。（
中
略
）

「
そ
う
な
ん
だ
。
た
と
え
ば
重
役
三
人
の
闘
争
を
描
く
に
し
て
も
、
誰
が
な
に
を
考
え
て
そ
う
い
う
行
動

を
し
た
の
か
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
人
生
を
送
っ
て
き
た
結
果
、
そ
う
な
っ
た
の
か
を
書
か
な
い
と
読
者
の

心
を
摑
め
な
い
。
…
そ
れ
を
突
き
詰
め
て
い
く
の
が
小
説
の
醍
醐
味
だ
よ
な
」〉

文
庫
化
に
際
し
て
黒
木
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。
出
版
界
が
縮
小
す
る
中
、
経
済
小
説
は
こ
れ
か
ら
ど

う
な
る
の
だ
ろ
う
。「
危
機
的
な
状
況
だ
。
曲
が
り
角
に
あ
る
。
近
年
、
経
済
小
説
で
デ
ビ
ュ
ー
す
る
作

家
も
見
当
た
ら
な
い
」。
だ
か
ら
こ
そ
黒
木
は
そ
の
可
能
性
に
か
け
る
。「
ど
ん
な
人
が
ど
ん
な
顔
で
ど
ん

な
場
所
で
何
を
言
っ
た
か
。
物
語
に
し
て
こ
そ
臨
場
感
や
説
得
力
が
出
る
。
物
語
の
力
は
や
は
り
す
ご
い
。

難
し
さ
を
超
え
て
こ
そ
い
い
作
品
が
生
ま
れ
る
。
そ
れ
は
今
回
の
『
兜
町
の
男
』
で
感
じ
た
。
や
は
り
経

済
小
説
家
は
何
く
そ
と
い
う
反
骨
精
神
で
頑
張
ら
な
い
と
だ
め
な
ん
だ
な
っ
て
い
う
の
が
実
感
で
す
」
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本
書
の
人
物
名
、
組
織
名
等
は
す
べ
て
実
名
で
、
内
容
は
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

原
稿
用
紙
の
「
枚
数
」
は
、
特
に
断
り
書
き
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
す
べ
て
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
の

（
ま
た
は
そ
れ
に
換
算
し
た
）
枚
数
で
す
。

二
二
八
ペ
ー
ジ
か
ら
二
二
九
ペ
ー
ジ
に
引
用
し
た
『
悪
の
公
式
』
の
原
文
は
、
差
別
的
と
さ
れ
た
も
の
で

す
が
、
読
者
が
作
品
の
雰
囲
気
を
理
解
で
き
る
よ
う
、
地
名
や
過
激
な
表
現
を
削
除
し
て
掲
載
し
ま
し
た
。

甲
山
事
件
に
お
い
て
殺
人
罪
で
起
訴
さ
れ
た
元
保
母
は
、
平
成
十
一
年
九
月
に
二
度
目
の
控
訴
審
で
無
罪

と
さ
れ
、
大
阪
高
検
が
上
告
を
断
念
し
、
判
決
が
確
定
し
ま
し
た
。

本
作
の
単
行
本
は
二
〇
二
二
年
十
二
月
、
毎
日
新
聞
出
版
よ
り
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

主
要
参
考
文
献

『
梶
山
季
之
』
橋
本
健
午
著
、
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
九
七
年
七
月

『
風
立
ち
ぬ
・
美
し
い
村
』
堀
辰
雄
著
、
新
潮
文
庫
、
一
九
五
一
年
一
月

『
角
川
春
樹
の
功
罪
出
版
界
・
映
画
界
を
揺
る
が
せ
た
男
』
山
北
真
二
著
、
東
京
経
済
、
一
九
九
三
年
九
月

『
兜
町
戦
史
─
戦
後
50
年
投
資
家
は
い
か
に
闘
っ
た
か
』
榊
田
望
著
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
一
九
九
五
年
五

月『
兜
町
二
十
年
』
日
本
経
済
新
聞
証
券
部
編
、
日
経
新
書
、
一
九
六
九
年
五
月

『
兜
町
の
四
十
年
一
証
券
記
者
の
見
た
戦
後
史
』
細
金
正
人
著
、
中
公
新
書
、
一
九
九
〇
年
九
月

『
飢
餓
と
の
闘
い
買
い
出
し
体
験
の
記
録
』
創
価
学
会
青
年
部
反
戦
出
版
委
員
会
編
、
第
三
文
明
社
、

一
九
七
八
年
九
月

『
ク
ル
マ
の
女
王
・
フ
ェ
ラ
ー
リ
が
見
た
ニ
ッ
ポ
ン
』
清
水
草
一
著
、
講
談
社
、
二
〇
〇
六
年
六
月

『
経
済
小
説
の
モ
デ
ル
た
ち
』
佐
高
信
著
、
現
代
教
養
文
庫
（
社
会
思
想
社
）、
一
九
九
四
年
六
月

『
最
後
の
角
川
春
樹
』
伊
藤
彰
彦
著
、
毎
日
新
聞
出
版
、
二
〇
二
一
年
十
一
月

『
斎
藤
一
郎
著
作
集
第
二
巻
月
報
５
号
産
別
会
議
と
私
た
ち
の
青
春
』
清
水
一
行
・
美
濃
部
修
著
、
あ
か
ね

図
書
販
売
、
二
〇
〇
六
年
七
月
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